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Abstract: 大規模言語モデル（LLM）の急速な社会実装に伴い、LLM への過信による誤情報受
容リスクが懸念されている。本研究は、LLM の信頼性向上がユーザの誤情報感度に与える影響
を実験的に検証した。群間比較の結果、「信頼誘導型」LLM は、「中立型」に対して実験参加
者の誤情報に対する正確性の評価が有意に高く、信号検出理論によって算出された誤情報識別能
力が有意に低かった。

1．はじめに

大規模言語モデル（LLM）の急速な社会実

装に伴い、ユーザがその出力を無批判に信頼

する「過信」が広がっている [1, 2]。この過

信は、LLM における誤情報の「生成」「受

容」「拡散」という三つの連鎖的リスクを加

速させ、深刻な社会的脅威となりうる。この

ような状況の中、LLM の信頼性に関する研究

は異なる二つの方向で進められている。一つ

は、検索拡張生成（RAG）技術 [3]に代表さ

れる、システムの技術的な信頼性を向上させ

ることで情報の正確性を保証するアプローチ

である。もう一つは、ユーザの満足度やエン

ゲージメントを高めることを目指し、応答ス

タイルや人格（ペルソナ）を調整することで

主観的な信頼感の醸成を図る研究である [4]。
問題なのは、技術的信頼性が依然として不完

全な中で、ユーザの主観的な信頼感を高める

アプローチが独立して進められている点であ

り、主観的な信頼感のみを向上させることは、

誤情報の受容を助長させ、LLM の生成した誤

情報の拡散をより一層加速させる危険性があ

る。

本研究は、この研究ギャップに着目し、

「LLM に対する主観的な信頼性の向上が、

ユーザの誤情報感度を低下させるのではない

か」という仮説を検証する。具体的には、

LLM の信頼性設計が誤情報感度にどのような

影響を与えるのかを検証することを目的とす

る。

2．研究手法

本研究では、参加者 36 名（信頼誘導群：

N=17、中立群：N=19）を対象に、友好的か

つ客観的な「信頼誘導型」LLM と感情を排し

た「中立型」LLM との対話ログを提示した。

その後、誤情報に対する正確性の評価と誤情

報識別能力の成績を比較した。

誤情報識別能力は信号（誤情報）とノイズ

（正情報）を区別する能力で、値が高いほど、

情報の真偽を正確に見抜く能力が高いことを

示す。
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3．結果

信頼誘導群は中立群よりも誤情報に対する

正確さ評価が有意に高かった (t(33.57) = 2.
20、p = .035、Cohen's d = 0.72)。誤情報識別能

力は、信頼誘導群において中立群よりも有意

に低く、効果量も非常に大きい値であった

(t(31.69) = -2.96、p = .006、Cohen's d = 0.97)。

4．考察と結論

本研究では、LLM の信頼性設計がユーザの

誤情報に対する認知的脆弱性を高める可能性

を実証的に示した。具体的には、友好的で客

観的な振る舞いを示す「信頼誘導型」LLM は、

実験参加者の誤情報に対する正確さの評価が

中立型 LLM よりも有意に高かった。誤情報

と正情報を見分ける本質的な識別能力まで中

立型 LLM より有意に低かった。この結果に

よって、LLM との対話において、特定の応答

スタイルが、ユーザの批判的思考を無意識の

うちに抑制するという可能性を示した点にあ

る。今後の LLM インタラクションにおいて

は、ユーザの批判的思考能力をいかに維持さ

せるかという新たな観点での指針が設けられ

ることを期待する。
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